
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会

多
く
の
住
民
の
声
を
町
の
政
策
形
成
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。ま
ち
づ
く
り
懇
話
会

で
は
、ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

取
り
組
み
状
況
や
地
域
の
個
別

テ
ー
マ
、住
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て
、

町
長
を
交
え
住
民
の
皆
さ
ま
と

意
見
交
換
・
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。

み
よ
し
m
a
c
h
i
J
A
M

「
Jジ
ャ

ム
A
M
」と
は
、「
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
」の
略
語
で
く

つ
ろ
い
だ
気
分
で
自
由
に
行
う
即
興
演
奏
ま
た
は
そ
の

集
ま
り
の
こ
と
。み
よ
し
m
a
c
h
i
J
A
M
で
は
、

「
気
心
知
れ
た
仲
間
た
ち
と
、

本
音
に
近
い
話
を
の
ん
び
り

気
楽
に
語
り
合
う
場
所
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
町
長
を
交
え
、

気
心
知
れ
た
少
人
数
メ
ン
バ
ー

と
三
芳
町
の
未
来
を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

住
民
と
町
が
対
等
の
立
場
で
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成
20
年
9
月
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
様
々
な
分
野
で
魅
力
あ
る
安
心

な
三
芳
町
を
つ
く
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「良い町は良い政策から」をモットーに、住民の皆さまの積極的な
参画による対話と連携を重ねながら各施策を推進。魅力にあふれ
喜びいっぱい 幸せになれるまちづくりに取り組んでいます。
    With our motto of “Good towns are formed by good policies,” we promote each policy 
through repeated dialogue and collaboration involving the active participation of residents. 
We are striving to build a community filled with charm and joy, where people can be happy.

三芳町
10の魅力

まちづくり
・・・

未来につなぐ
ひと まち みどり 誇れるまち

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

感
染
症
対
策
、
人
口
減
少
、
S
D
G
s
、
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
な
ど
、
様
々
な
社
会
情
勢
に
応
じ
た
対
応

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
社
会
、

環
境
、
経
済
、
財
政
面
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

町
で
は
財
政
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
、

将
来
を
見
据
え
た
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
共
生
社
会
の
実
現
、
緑
の
保
全
、
G
I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
遂
行
、
企
業
誘
致
・
留
置
な
ど
、一
人
ひ
と
り
の
命

と
尊
厳
、
生
活
を
守
り
、
美
し
い
環
境
保
全
や
未
来

の
人
材
育
成
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
至
る
ま
で
、

多
種
多
様
な
施
策
を
展
開
し
、
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
く
、
誇
れ
る
町
を
未
来
に
継
承
し
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

「
コ
ロ
ナ
後
の
自
治
体
は
、
東
京
に
近
く
、

自
然
と
農
業
と
食
の
あ
る
町
の
時
代
」

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
、

様
々
な
価
値
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
移
動
が
制
限

さ
れ
る
中
で
は
、
都
市
近
郊
へ
の
移
住
や
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
求
め
る
需
要
も
高
ま
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
う
し
た
中
、
三
芳
町
は
雑
誌「
ア
エ
ラ
」等

の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
評
価
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
お
い
て
、
新
し
い
価
値

の
も
と
に
町
の
資
源
や

特
性
を
魅
力
と
し
て
高

め
、
地
域
の
活
気
を
創

出
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
様
々
な
価
値
観
を

共
有
し
、
継
承
す
る
誇

り
と
と
も
に
、
明
る
い

未
来
を
創
り
ま
す
。

１  

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

第
4
次
総
合
振
興
計
画
で
掲
げ
た「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」の
理
念
は
第
5
次
総
合
計
画
で

も
引
き
継
ぎ
、さ
ら
な
る
深
化
を
図
り
ま
す
。

財
政
制
約
を
背
景
に
公
助
の
拡
大
が
難
し
く
な

る
な
か
、住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
に

即
応
す
る
自
助
・
共
助
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

２  

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

限
り
あ
る
資
源
と
地
球
環
境
を
守
り
な
が

ら
、財
政
制
約
や
人
口
減
少
な
ど
社
会
情
勢
に

対
応
し
た
町
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。
社
会
・

経
済
・
財
政
面
を
含
め
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
よ
っ
て
、三
芳
町
の
も
つ
良
好
な
環
境

を
確
実
に
将
来
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
き
ま
す
。

3  

特
性
・
資
源
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り

「
東
京
に
一
番
近
い
町
」「
昼
夜
間
人
口
比
率

が
県
内
ト
ッ
プ
」「
平
地
林
が
支
え
る
三
富
新
田

の
循
環
型
農
業
」「
自
然
災
害
が
少
な
い
町
」

な
ど
、
三
芳
町
の
特
性
や
資
源
を
活
か
し
、

小
さ
い
な
が
ら
も
き
ら
り
と
輝
く
独
創
的
で

個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
】

協働のまちづくり
ネットワーク
埼玉県三芳町

みよしSDGs
宣言制度

行政区、
自治会等

【町の将来像】

協働の
まちづくり

持続可能な
まちづくり

特性・資源を
活かす
まちづくり

基本構想

行
政
連
絡
区（
行
政
区
）へ
の
参
加

行
政
区
や
自
治
会
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み

よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
す
。

町
に
は
、
現
在
14
の
行
政
連
絡
区
が
あ
り
、
そ
の

中
に
自
治
会
、
組
、
班
、
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
自
治
組
織

が
あ
り
ま
す
。
行
政
区
は
、
町
と
地
域
住
民
を
繋
ぐ

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
地
域
に
住
む
人
々
の
身
近
な

地
域
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
を
行
い
、
よ
り
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
通
学
路
の
見
守
り
や
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
、
災
害
に
備
え
た
避
難
訓
練
や
防
災
訓
練
、

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
、
環
境
美
化
活
動
、
地
域
の

夏
祭
り
や
体
育
祭
・
み
よ
し
ま
つ
り
な
ど
多
岐
に

渡
り
ま
す
。
災
害
に
つ
よ
く
、
犯
罪
の
お
こ
し
に
く
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
、
ぜ
ひ
、
行
政
区
・

自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
行
政
区
へ
の
加
入

方
法
は
Q
R
コ
ー
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

三芳おなかま子ども食堂
代表

飯塚 結花さん
私は子ども食堂や、居場所づくりを行っています。何か

しらの困難を抱えたご家庭だけでなく、どなたでも参加
でき、地域ぐるみで子育てや見守り支えあいができる、
もっとインクルーシブ（包摂的）な活動です。大きなことを
しなくても、挨拶や声掛け、ボランティアやお手伝いなど
できることから繋がりあうことで、誰一人取り残さない、
やさしい地域になることを願っています。

I♥MIYOSHII♥MIYOSHI

み
よ
し
S
D
G
s
※

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」と
い
う
理
念
の
も
と
、

貧
困
や
不
平
等
・
格
差
、
気
候
変
動
な
ど
の
問
題
を

解
決
し
、
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
た
め
、
国
連
は

2
0
3
0
年
ま
で
の
持
続
可
能
な
17
項
目
の
開
発
目

標（
S
D
G
ｓ
）を
定
め
ま
し
た
。

町
は
第
5
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画（
2
0
2
0

年
度
〜
2
0
2
3
年
度
）に
お
い
て
S
D
G
ｓ
と
各

施
策
分
野
を
関
連
づ
け
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
農
業
遺
産
の「
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥

持続可能な町政運営を
推進していきます！

農
法
」は
三
芳
町
特
有
の
S
D
G
s
の
取
り
組
み
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
で
は
S
D
G
s

に
取
り
組
む
個
人
や
団
体
を
募
集
す
る
宣
言
制
度
を

設
け
、一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
を
つ
な
ぎ
、
地
域
全
体

で
実
現
す
る
機
運
を
醸
成
し
て
い
ま
す
。

※
S
D
G
s（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）：
国
連
で
採
択

さ
れ
た
国
際
目
標「Sustainable D

evelopm
ent 

G
oals

／
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
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